
　大腸ポリペクトミーを受けられる方へ(1泊2日)

　患者氏名(　　　　　　　　　　　　)　　主治医(　　　　　　　　)　担当看護師(　　　　　　　　　)

術前 術後

達成
目標

①不安が表出できる
②治療の目的を理解す
ることができる
③合併症の内容を理解
できる

①痛みがない
②嘔気・嘔吐がない
③下血がない
④便の色が正常

①痛みがない
②嘔気・嘔吐がない
③下血がない
④便の色が正常
⑤退院が可能である

注射
入院後、絶食のため点
滴を開始します。

処置

便の状態が写真の①
②の場合浣腸を行いま
す。

検査 朝に採血があります。

安静
度

歩行可能です。内視鏡
室へは歩いて行きま
す。

内視鏡室から車椅子で
部屋に戻ります。帰室
後歩行可能ですが、出
血しやすいためできる
だけ安静にしてくださ
い。

食事/
水分

絶食です。
水・お茶は飲めます。

絶食です。
水・お茶は飲めます。

採血結果がよければ
朝食から食事が始まり
ます。

留置
物

点滴針を留置します。 点滴終了後も針は留置
したままで、翌朝の採
血の結果で問題がなけ
れば抜きます。

採血結果問題なけれ
ば点滴の針を抜きま
す。

観察

便の状態をお伺いしま
すので、写真の①から
④のどの状態に近いか
教えて下さい。

検査後も便の性状をお
知らせ下さい。
出血などある場合は流
さずトイレからナース
コールでお知らせ下さ
い。

薬剤

必要時に薬剤師より点
滴、内服薬などについ
て説明します。持参薬
がある場合、看護師へ
提出してください。

説明

処置の流れを説明しま
す。承諾書を提出してく
ださい。

腹痛や嘔気があれば、
すぐにお知らせ下さい。
不安な事や分からない
事があれば遠慮なく看
護師へお聞き下さい。

退院後の生活につい
ては、次のページをご
覧下さい。
次回の外来受診日を
お伝えします。
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【退院後の注意点】
食事
退院後2週間は消化がよく軟らかいものを摂りましょう。固いものは出血を引
き起こす原因となります。また、刺激物も避けましょう。タバコや刺激物(炭
酸・コーヒー・アルコール)も2週間（次回受診日まで）は禁止です。
入浴
熱い湯・長風呂は出血の原因となりますので避けましょう。
排便
胃：黒っぽい便であれば出血の可能性があります。
腸：赤っぽい便であれば出血の印です。
病院へ受診相談の連絡をして下さい。
　　　　　　　　　　　　　三菱京都病院　消化器内科　代表075-381-2111

【便の状態について】
入院後、ご自身の便がどの状態になっているか確認します。
下の写真をもとに看護師にお伝え下さい。
便が①や②の状態の場合、浣腸を実施します。


